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朗読箇所：第五章　モロッコ革をもとめて
　　　　　三　　イギリスのモロッコ革
　　　　　四　　さまざまなモロッコ革
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三
・フランスとイギリスの相違
1. フランスの革装・・・マロカン・デュ・カップ
　　　　　　　　　　特徴) 丸シボ、キズが少ない、一枚の革が大きい
2. イギリスの革装・・・レバント・モロッコ革
　　　　　　　　　　特徴) マロカン・デュ・カップに似る
・・・オアシス・モロッコ革
　　　　　　　　　　　　　    特徴) 長シボ、ギン面にキズが多い、革の大きさはマロカン・デュ・カップの半分程度
・レバント・モロッコ革は、もはや実物は流通せず入手することができない（次節参照）
・レバント・モロッコ革が入手困難になった結果、イギリスではオアシス・モロッコ革が愛用されるようになった　
・余談　イギリスの製本家Philip Smith の作品　

四
・最良のモロッコ革
1. フランス・・・マロカン・デュ・カップ
　　　　　　　地域) 南アフリカケープタウン
2. イギリス・・・レバント・モロッコ革
　　　　　　　地域) 近東のレバント地方（シリア・レバノン・パレスチナ）
　　Cf.両者を混ぜたコスモポリタンな名前「フレンチ・ケープ・レバント・モロッコ革」                                                                           　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：小松原記子
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（日本人の製本家がルリユール関連の話題を提供。オアシス・モロッコ革の写真あり）
